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平　井　純　子

Ⅰ　はじめに
　近年、フィンランドへの関心が高まっている。国
連の世界幸福度ランキング 1 で４年連続首位であ
り、OECD 生徒の学習到達度調査（PISA）で常に上
位を占める教育の充実、手厚い福祉政策、フィンラ
ンド発祥のスポーツであるモルックを楽しむ人々
の増加、そして 2018 年の埼玉県飯能市における北
欧をモチーフにした施設メッツァビレッジ開園や
翌 19 年のムーミンをテーマとしたムーミンバレー
パーク開園、などがその背景にあげられる。しかし
ながら、日本から約 8000 キロ離れているフィンラ
ンドについて、「知っている」人はそう多くはない。
阪急交通社が実施した北欧に関する調査 2 による
と、フィンランドの位置を知っていた人は 38.9%
であったという。また、北欧と関係の深い言葉をい
くつか挙げ、それぞれについて「北欧と関係がある
のを知っているか」では、フィンランドに関連する
ものについて、ムーミンは 84.5%、サンタクロー
ス村 3 は 66% の認識率となっていた一方、マリメッ
コ 4 は 27.3% となっており、サルミアッキ 5 を知っ
ている人は 5.8% であった。
　日本語でのフィンランドに関する観光ガイドブッ
クは「地球の歩き方」 や「るるぶ」「aruco」「こと
りっぷ」など数多くみられるが、これらに掲載され
る都市としては、ヘルシンキ、トゥルク、ナーンタ
リ、タンペレといったフィンランド南部の比較的大
きな都市あるいはムーミンに関する施設がある都市
が挙げられ、北部ではサンタクロース村があるロ
ヴァニエミ、スキーリゾートでオーロラ観測ツアー
があるサーリセルカやレヴィが挙げられている ( 図
１)。その他の都市についてはほとんど情報がない。
近年、観光情報は SNS を通じて得ることが多いも
のの、その情報もまた上述の都市に偏っており、フィ

ンランド語地名の親しみのなさも相まって、知る機
会は極めて限られている。
　フィンランド中部に位置するオウル（Oulu）は、
“Capital of Northern Scandinavia”( 北スカンジナビ
アの首都）をキャッチフレーズにする北部フィンラ
ンド最大の都市である 7。フィンランドで 5 番目の
人口規模 8 を持ち、北欧のシリコンバレーとも呼ば
れ、ITC 産業の中心となっている。一方で観光に関
しては、日本でも知られるエアギター世界選手権 9

の開催地であるものの「オウル」という都市の知名
度は高いとはいえず、観光の目的地とはなっていな
いのが現状である。しかしながら、観光は資源の少
ないフィンランドにおいて欠かすことのできない産
業となりつつあり、オウル地域においても同様であ

図１　フィンランド全図



― 92 ―

駿河台大学論叢  第62号（2022）

る。
　そこで本稿では、オウルおよびその周辺地域にお
ける観光戦略と課題について考察する。

Ⅱ　フィンランドの観光
　フィンランドにおいて、観光は最も注目すべき産
業の一つとなっており、2018 年には GDP の 2.7%
を占めるようになった。フィンランド政府観光局
Visit Finland が紹介する観光エリアは 4 つ分けら
れる。すなわち、ヘルシンキ地域、ラップランド、
フィンランドの湖水地方、海岸と群島である（Visit 
Finland HP による）。このうち、ヘルシンキ地域の
ウーシマー県、ラップランドである北部のラッピ
県、湖水地方である東部の南カルヤラ県での観光消
費額の伸びは顕著であり、2015 年から 18 年にか
けては 36 億ユーロから 49 億ユーロに増加してい
る。ラッピ県と南カルヤラ県では、観光消費額の半
分以上が外国人によるものである。また、地理的な
要因から、来フィンランド外国人観光客（以下イン
バウンド）については、従来ロシア人観光客が最も
重要な市場ではあるものの、中国人市場の伸びが前
年度比で +35.3% となっていることを報告している

（Ministry of Economic Aff airs and Employment of 
Finland）。
　2019 年のインバウンドの宿泊施設滞在人数の動
向（図２）を見ると、季節により違いがあることが
わかる。最も多いロシアは 1 月、8 月、12 月の 3
度のピークがある。スウェーデンは 7 月に大きな
ピークがあり、ドイツは 6 月から 8 月までにピー
クがある。一方、中国は上記の 3 国のような大き
なピークはないが、トータルでロシアに次ぐ数と
なっている。日本は 2 月と 8 月、12 月にピークが
見られる。
　2019 年の宿泊施設のベッド稼働率（図３）によ
ると、ヘルシンキのあるウーシマー県は夏季に偏り
があるものの、他の県よりも稼働率は高く、通年
のデスティネーションであることがわかる。また北
部のラッピ県は有雪期に特化したデスティネーショ
ン、オーランド諸島は無雪期のデスティネーション
である。ラッピ県に隣接したオウルのある北ポフヤ

ンマー県とカイヌー県以外の県も夏季に偏る傾向が
みられる。冬季は緯度の高いラッピ県ではオーロラ
観賞やサンタクロース村といった集客装置があり、
中国や日本などアジア人の訪問が多いことを反映し
ている。
　新型コロナウイルス（以下 Covid-19）の影響で
フィンランドの観光にも多大な影響が出ている。図
4 によると、Covid-19 発覚以前の 2019 年に比べ、
2020 年 12 月の宿泊施設の利用率は全体で 57% 減

図３　県別ベッド稼働率
（Statistics Finland のデータを基に作成）
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少した。特にウーシマー県では 72%、ラッピ県で
は 73% の減少となっている。インバウンドが激減
したことによる影響が大きい。一方で、カイヌー県
は 20%、北ポフヤンマー県は 30% の減少に留まっ
ている。これらの県はスキー場など冬季の施設を持
つ地域ではあるものの従来インバウンドが少なく、
影響は小さめに留まったことを示している。
　
Ⅲ　オウルにおける観光振興への取り組み　
１．オウルの概要
⑴　オウル略史
　オウルは 1605 年にスウェーデン国王カール 9 世
の命により、オウル川の河口に設立された、ボスニ
ア湾岸の都市である。1776 年以来、当該エリアの
中心都市となっている。従来貿易港として発展して
きたが、その主要な輸出品は豊かな森林資源を背景
とした良質なタール 10 であった。1815 年のウィー
ン議定書でフィンランドはロシア帝国領となったた
め、オウルもその支配下におかれた。1822 年に発
生した大火で街は大きな被害を受けている。1917
年にフィンランドは独立し、オウルは州都として繁
栄してきた。

⑵　現代のオウル
　1980 年代以降、オウルでは産官学が計画的に機
能分担し、ITC 産業クラスターを生み出した点で「オ

ウル・モデル」11 として注目され、北欧のシリコン
バレーとも称された。オウルには 1959 年に設立さ
れたオウル大学と 1996 年に設立のオウル応用大学
の 2 つの大学が立地、学生数 25000 人を擁するこ
ともあり、市の平均年齢は 38.5 歳となっており、
高齢化が進むフィンランドの中では若い都市となっ
ている。近年では 5G 研究開発拠点、さらには国家
プロジェクトである 6G フィンランド旗艦プロジェ
クトもオウル大学を中心に始まっている。
　しかし、順風満帆に進んできたわけではなかった。
2013 年にマイクロソフト社にノキアの端末部門が
買収され、翌年にはノキア社員はほぼ解雇された。
ノキアショックである。これによりオウルの人口の
約 3.5% にも上る人々が失職した。しかし、その後
の復活は早かった。リストラ者向けに企業や再雇用
を支援したノキアブリッジプログラムや、大量の失
業者は有能な人材を確保する好機とし PR をかけた
有能エンジニアリソース PR、大学と連携した学生
起業促進とその支援のビジネスキッチンなど、多種
多様な手法で産学官連携の支援を迅速に実行して
いった結果、2014 年から 2 年ほどの間に 500 も
の起業があり、18500 人の ITC 関連の仕事が確保
できた 12 という。地域の産業構造（図 5）による
と、人々の健康や社会福祉活動に関するものは全体
の 20% を占めている。ここにはノキアショック後
に起業したものが多く含まれている。

図４ 2019 年と 2020 年の 12 月の宿泊施設利用

率の変化（Statistics Finland より引用） 
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２．オウルの観光輸出成長プロジェクト
⑴　プロジェクト 2015 年〜 2018 年
　オウルは ICT や無線通信技術の開発研究の町であ
り、訪問者の多くはビジネス目的でやってきていた。
一方、観光目的で訪問する人は少なかった。オウル
では観光振興に向け、オウル地域と北ポフヤンマー
県を「国際的な観光地」として認知度を高めること
を目指した。2015 年 9 月より開始された 3 年間の
プロジェクトは、Matkailullisesti monipuolinen – 
kansainvälistyvä Oulun alue（Tourist-diverse - the 
internationalising Oulu region ／観光客の多様性
－国際化するオウル地域）、Attractive Oulu Region 
2018（魅力的なオウル地域 2018）である。総予
算は 3 年間で 220 万ユーロとなっており、欧州
地 域 開 発 基 金（European Regional Development 
Fund・ERDF ）と州が 70％を負担したほか、オ
ウル市に関係する自治体等が資金を提供してい
る。このプロジェクトは、ヒューマンポリスオイ

（Humanpolis Oy）がコーディネーターを担い、オ
ウル周辺地域のシュオテ（Syöte）観光協会とカラ
ヨキ（Kalajoki）観光協会、ロクアジオパーク（Rokua 
Geopark）、メッツアハリトゥス（Metsähallitus）
13 とともに進められた。
　3 年間のプロジェクトで、アジア市場の中では成
長しつつある中国と日本をターゲットとした。これ
ら市場におけるツーリズムプロフェッショナルを外
部より募集し、入札を行い、日本市場については、
日本の北欧旅行に詳しいツーリズムマーケティング
企業、中国市場はフィンランドにある中国人経営の
ツーリズム企業がパートナーとして選定された。
フィンランド教育への関心は中国人や日本人に
は高く、「教育旅行・視察」をウリにしてはどう
か、というパートナーからのアドバイスがあり、
Educational Trip をメインに観光客を増やす仕組み
作りに着手した。特に日本人の場合は視察というよ
りは「見学」である場合が多く、訪問料がかかると
いう概念、すなわち相手の時間を奪うという感覚が
薄い人達が多いのが課題の一つとなっていた。この
ため、持続可能なものにしていくために訪問料金を
設定することで、受入れ側にとっては責任感が増す

とともに料金を設定したことで人件費が確保でき、
しっかりしたコンテンツを提供するようになった。
プロジェクトでは当該地域がもつ地域資源のプロ
ダクト化とその内容の充実を行った。情報収集と
プロダクト化、料金体系などの基盤作りに着手、
Educational Trip だけではなく、トナカイぞりやカ
ヤックなどの地域ならではアクティビティや産業
視察（Technical Visit）のコンテンツ作りも進めて
いった。プロジェクト後半では旅行会社やツアーオ
ペレーター向けに、夏と冬にファムトリップ（FAM 
Trip）14 を企画・実施し、オウル地方のツーリズム
系企業や自治体観光業担当者と会う機会を設けた。
また、日本で行われる旅行会社向けのイベントに
参加してオウル地方を紹介し、ヘルシンキで行わ
れる MATKA という旅行博への出展、ツーリズム
Expo ジャパン 15 のフィンランドブース内にオウル
コーナーを設けるなど、旅行業界向けにオウル地
方を PR していった。Visit Oulu 等の観光系組織は
Instagram や Facebook 等でもマーケティングを実
施し、Visit Oulu のホームページにはプロジェクト
参加自治体の観光情報ウィンドウを盛り込み、オウ
ルの観光業におけるプラットフォーム作りを実施し
た。プロジェクト最終年には英語、中国語、日本語
によるプロダクトマニュアルを完成させた16。

⑵　プロジェクト 2018 年〜 2021 年
　2018 年 6 月に開始した第２期のプロジェクトで
は、Matkailuviennin kasvuhanke（Tourism export 
growth project ／観光輸出成長プロジェクト）と
し て、Attractive Oulu Region 2020( 魅 力 的 な オ
ウル地域 2020)、Finland’s leading destination for 
Educational and Technical Visits（フィンランドの
教育および技術訪問を代表する目的地）とし、推進
した。総資金は 270 万ユーロとなっており、ERDF
と州がその 70％を提供、他は申請に関わる事業者
の自己資金により賄われた。第一期と同様にヒュー
マンポリスオイがコーディネーターを担い、ロクア
ジオパーク、オウル市・ビジネスオウル、リミンカ
市、Oulun Matkailu Oy17、カラヨキ観光協会、シュ
オテ観光協会が参画している。Covid-19 の影響で
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プロジェクト期間が半年延長となり、2021 年 6 月
末までとなった。
　前プロジェクトに引き続き、Covid-19 前までは
ファムトリップを夏と冬に実施し、国外の旅行社向
けイベントへの参加、MATKA への出展、ツーリズ
ム expo ジャパンでのフィンランドブース内のオウ
ルコーナーでの紹介など、積極的に PR を実施した。
また、これまでの動きを受けて、ラーヘ（Raahe）、
イー（Ii）、ケンペレ（Kempele）などオウル地方の
他の自治体もパートナーに加わった。プロダクトマ
ニュアルは、新たに加わった自治体のコンテンツを
も盛り込み、英語、中国語、日本語での更新版を作
成した。さらには教育・産業視察コンテンツに特化
した版をも作成している。
　Covid-19 により海外渡航が困難になってからは、
フィンランド国内の国外向け発信メディアや、国外
向けツアー提供をしているフィンランド在住外国人

向けにファムトリップを企画し、引き続き PR を実
施した。またオンラインでのイベント企画も国内向
けだけでなく国外のツアーオペレーターと協力して
実施するなどしている。
　また一方で地域住民向けのマーケティングとし
て、地元に居住する家族向けに地域で体験できるア
クティビティのモニターツアーを実施した。選ばれ
た家族は無料で体験する代わりに、ホームページや
SNS 等のマーケティング資料への写真掲載の許可や
体験記の作成を求めた。またホームページから各種
アクティビティの予約がワンストップでできるよう
にプラットフォームを整備した。

３．プロダクトマニュアル
　プロジェクトを通じて作成されたプロダクトマ
ニュアル 18 は 96 頁で構成されている。その内容は
以下の通りとなっている。

図６　オウルのプロダクトマニュアル
（ビジネスオウル HP より引用 https://www.businessoulu.com/en/frontpage-old/en/businessoulu-2/

technical-and-educational-visits.html）
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　序章　オウル地域―フィンランドの教育と産業を
けん引する地域―

　１、オウルの教育プログラム　
　　教育関係者向け、児童と学生向けのプログラム

紹介
　２、オウルの教育機関訪問のプログラム　
　　オウル大学、オウル応用科学大学など５か所で

のプログラム
　３、教育コンテンツのプロバイダーと内容紹介
　　Code school Finland、FinnOpii な ど 10 か 所

でのプログラム
　４、教育アクティビティのプロバイダーと内容紹

介
　　Go Arctic、Oulu Safaris など 7 か所でのプロ

グラム
　５、オウルの産業視察のプロバイダーと内容紹介
　　Business Oulu、Print Cent など 10 か所での

プログラム
　６、オウル周辺地域のプログラム紹介
　　ロクアジオパーク、Kalajoki Educational Visit

など 6 地域でのプログラム
　７、コーディネーターと DMC19 紹介
　　中国語と日本語対応の事業所と DMC の紹介

Ⅳ　ファムトリップ
　プロジェクトでは、プロダクトの紹介し誘致促進
をするためにターゲットとする国の旅行事業者やブ
ロガー、メディアなどに現地を視察してもらうファ
ムトリップを実施してきた。筆者は、2020 年 11
月に実施されたファムトリップに一部同行する機会
を得た。Covid-19 の影響により、フィンランド国
内居住の事業者向けのファムトリップである。以下
ではその様子について述べていく。

１．行程
　ファムトリップは、オウル周辺地域及びオウル（図
７）をチャーターバスで移動する形で実施された。
今回、筆者が同行したファムトリップの行程は表 1
で、プロジェクトに参画するオウル地域を訪問する
内容である。参加者はヘルシンキで旅行業に携わる

中国人 4 名とネパール人 1 名、そして筆者である。
なお、下記の内容は筆者が同行した部分のみの内容
となっている。

図７　ファムトリップでの訪問地
（日本語版プロダクトマニュアルより引用）https://
www.businessoulu.com/media/2019/pdf/edutv-
japan.pdf）
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２．視察地域
⑴　Liminka（リミンカ）
　Liminka はオウルの南 25 キロほどに位置する、
人口 1 万人ほどのまちである。Liminka Bay( リミ
ンカ湾 ) はフィンランドで有数の湿地エリアとなっ
ており、国際的に有名な鳥の生息地ともなっている。
　 フ ァ ム ト リ ッ プ で は、 ま ず 地 元 の 小 中 学 校、
Ojanperän koulu（オヤンペランコウル）（図８）
で教育方針、提供可能なプログラムの説明を受け
た（図９）。通常であれば説明後に授業の様子を見
学する予定であったが、Covid-19 により校内見学
することは叶わなかった。校長による学校説明で
は、STEAM 教育 20 にとどまらず Reading を含めた

「STREAM 教育」の実践、地域と連携した環境教育
の実践、多様な手法でのバイリンガル教育を積極的
に進めていることが強調されていた。

　次に、リラクゼーションの体験プログラムがあっ

た。ヨガマットの横たわり、心地よい音楽を聴きつ
つ、1 時間ほどゆったりと体をリラックスさせたプ
ログラムであった。

　地元の中華料理店での昼食後、Liminka Bay へ向
かい、アウトドアプログラムを提供する DMC であ
る Go Arctic の説明と体験プログラムを受けた。現
地の自然環境をふんだんに活用したキャンプスクー
ルやアイスホッケースクール、アートや科学を自然
の中で体験できるとし、ホームステイを手配するこ
ともできると説明していた。その後、ビルベリー 21

の茎を活用したクリスマス用の飾りを作成するネイ
チャークラフトのプログラムに参加した。スタッフ
は活用する資源について丁寧に説明し、参加者が楽
しめるようにいざなっていた（図 11）。Liminka に

図８　Ojanperän koulu の外観
（Ojanperän koulu　HP より引用）

図９　Ojanperän koulu における説明の様子

図 11　Go Arctic のスタッフによるクラフト体験

図 10　リラクゼーションプログラム
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はアウトドアプログラムを提供する事業者がほかに
もあり、本ファムトリップ終了後に個人的に参加し
たが、地域環境のみならずグローバルな視点で自然
を解説しており、これも非常に刺激的なプログラム
であった。

⑵　Kalajoki（カラヨキ）
　Kalajoki はオウルの南 130 キロに位置する、人
口 13000 人ほどのバルト海沿岸のまちである。農
業や林業、金属部品の加工などの産業が発達してい
る。また 8 キロに広がる砂浜を有しており、近隣
にあるキャンプ場、ゴルフ場とともに、観光業にも
力を入れている。
　ファムトリップでは、プールやサウナを有する
大型ホテル、Santa's Resort and Spa Hotel Sani に
て、ホテルの一角に事務所を構える DMC である
Kalajoki Booking Center のスタッフから、当該地
域における教育及び産業プログラムについての説明
があった（図 12）。Kalajoki では 2003（平成 15）
年に島根県出雲市との間で友好姉妹都市協定を結ん
でおり、相互交流を深めてきた。アウトドア活動や
ハンドクラフトなど、フィンランドの文化を紹介す
るプログラムを多く展開、また、ホームステイの
手配している、という。続いて、Merenojan koulu

（Merenojan Elementary & Highschool ／メレノヤ
ン 小中高等学校）の教員による学校説明があった

（図 13）。2018 年に周辺校を統合し誕生した 1300

名の児童・生徒を有する新しい学校で、アントレプ
レナーシップ育成の推進、ITC 教育の充実、給食で
の食物廃棄物の有効活用などを紹介していた。フィ
ンランドで初めての Eco-Friendly School であり、
環境に配慮した学校運営がうかがえた。フィンラン
ドへの教育関係者の視察増加に伴い、教育者向けの
プログラムを準備中であるという。
　説明会のあと、海岸近くの松林でフォレスト・ヨ
ガを体験した（図 14）。地元の若い女性講師による
ゆっくりとした動きの簡単な動きのヨガであった
が、気温が低く風が強く、リラックスするには少々
厳しい条件であった。
　その後バスに乗り、車窓からゴルフコースや観光
施設を見学しつつ、昼食会場に移動した。昼食会場
は海辺のホテルであった。オーナーからはフィンラ
ンドではレストランなどの食分野については歴史が
浅く、またこれといったフィンランド料理は存在し
ないので、地元産の素材にこだわったものを提供し
ている（図 15）、との話があった。食後はコテージ
やスパ、木材製品のショップを運営する施設へ立ち
寄ったあと、Merenojan koulu の外観と教室や授業
の様子を屋外から見学したのち、翌日の訪問地へ向
かった。

⑶　Rokua（ロクア）および Muhos（ムホス）
　Rokua は、オウルから 80 キロほど内陸に位置す
る、1956 年に制定された国立公園 である。Rokua

図 12　DMC スタッフによる説明 図 13　学校教員による説明
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は氷河期に形作られた地形で、森林には美しい湖沼
が点在し、その中には希少な植物や昆虫が生息して
いる。2010 年にはロクア、オウル湖、オウル渓谷
で構成されるユネスコ世界ジオパークとして認定さ
れた。このジオパークには氷河期からの景観と自然

に配慮されたトレイルが整備されている。
　ファムトリップでは、インフォメーションセン
ター Suppa にて、ロクアエリアで釣り等のアクティ
ビティのガイドを担う Atteson Fishing のスタッフ
によるプログラムを体験した。まずロクア国立公園
とジオパークの概要の簡単な説明があった。Suppa
ではファットバイク（図 17）やスキー、スノーシュー
のレンタルをしているという。その後、廃材を使っ
たバードハウスづくりのワークショップを行った

（図 18）。作成したバードハウスには、それぞれが
図 14　フォレスト・ヨガ体験

図 15　地元産素材のビュッフェ形式の昼食

図 17　ファットバイク

図 18　バードハウスづくり

図 16　 Merenojan koulu の教室の様子
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思い思いの文字や絵を外部に描き、周辺にある立ち
木に自由に設置をした。
　ワークショップ後、Rokua Health & Spa Hotel23

へ移動した。ロクア地域では最も大きい、観光を担
う施設である。これまでの多くの学校関係のキャン
プを受け入れているという。施設は、3 つのプール
とリラクゼーション用の部屋が完備、レストランで
は地元産素材にこだわった食（図 19）を提供して

いる。また、環境教育に精通した人材を配置し、教
育観光の振興に力をいれている。キーパーソンとな
る環境教育者は兵役中 24 とのことで、残念ながら、

話を聞くことは叶わなかった。
　その後、Muhos にある Muhos Upper Secondary 
School（ムホス高等学校）へ向かった。Covid-19
により、学校見学はできなかったが、ロクアジオパー
ク内に立地する学校として、環境教育に力を入れて
いること、積極的に教育観光者を受け入れているこ
とが説明された（図 20）。

⑷　Syöte（シュオテ）
　Syöte は 2000 年に国立公園に指定されたエリア
であり、北ポフヤンマー県とラッピ県にまたがる。
フィンランドの中では起伏の大きな地形で、夏はハ
イキング、冬はスキーで賑わう。最近はこのエリア
の開発に力を入れており、宿泊施設が新築、増設さ
れている。
　ファムトリップではまず HOTEL PIKKU-SYÖTE
で、概要説明と施設の見学をした（図 21）。学校な

どの団体を多く受け入れている施設である。このホ
テルの一角には当該地域の学校を併設しており、授
業の様子を見学することができた。
　次に KIDE Hotel by Iso-Syöte へ移動し、施設概
要と見学をした（図 22）。欧州地域開発基金等の支
援を受けて 2018 年から建設され、2019 秋に開業
したアパートメントホテルで、持続可能な経営を目
指しているという。ランチビュッフェでは、地域食
材を使ったトナカイやベリー類を活用していた。
　昼食後は防寒具を借り、Iso-Syöte のアクティビ
ティ体験をした。近年人気を博している E ファッ
トバイク 55 でスキー場を上り（図 23）、周辺の景

図 19　ビュッフェで提供される地元ベリー

図 21　HOTEL PIKKU-SYÖTE による説明

　 図 20　Muhos Upper Secondary School 教員
　 　　　  による説明
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観を楽しんだ。また、おやつにフィンランドでは多
くみられるファイアースペース（図 24）でソーセー

ジを焼くコッコ・マッカラをいただいた 26。

⑸　Oulu
　ファムトリップの最終日はオウルで Business 
Oulu のスタッフによりプロジェクトに参加する事
業所の紹介と、そのうちいくつかの事業所のスタッ
フによる説明が行われた（図 25）。時期や内容に関
して、臨機応変に受け入れが可能なこと、そのため
の様々な取り組みがあることが強調された。
　その後、オウル駅近くにある Taito Shop Oulu27

で、オウルに拠点を置くデザイン会社 Lovi28 のス
タッフによる説明（図 26）を受けた。100% フィ
ンランド産のシラカバ 29 を使った製品は、種類が
多く個性的で、日本でも人気が高い。

図 25　Business Oulu スタッフによる説明

図 22　KIDE Hotel by Iso-Syöte 内のジム

図 24　ファイアースペースでおやつ

図 23　ファットバイク体験

図 26　Lovi スタッフによる説明
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　昼食後はプロダクトマニュアルに掲載される事業
所のスタッフや自治体観光関係職員との個別相談会

（図 27）が行われた。Covid-19 で先が見えない状
況ではあるものの、各事業所ともに持続可能な社会
構築を念頭に置いた環境に配慮した取り組みを行っ
ていることを強調していた。

Ⅴ　オウルおよび周辺地域における観光戦略　
　オウルでは観光振興に向け、プロジェクトを立
ち上げ、2015 年から 2 期にわたり進めてきた。
ERDF や州、自治体からのプロジェクト資金をオウ
ル市の公社である Business Oulu や観光のマーケ
ティングを担当する Visit Oulu が得て、ヒューマン
ポリスオイがコーディネーターとなって推進してき

図 28　オウルにおける観光戦略

図 27　個別相談会の様子
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た（図 28）。オウル市の公立の小中高校や教育コン
テンツのプロバイダー、教育アクティビティのプロ
バイダー、観光系アクティビティのプロバイダー、
産業視察のプロバイダー、そして、オウル周辺地域
の各自治体等に対しプロダクトづくりの支援を行
い、プロダクトを作り、これをまとめプロダクトマ
ニュアルを作成した。フィンランド教育に注目し、
日本人や中国人をターゲットにした、Educational 
Trip をウリにした観光振興を戦略的に進めてきた。
教育旅行・視察とともに、産業視察に特化したプロ
ダクトを作成し、旅行会社やツアーオペレーター等
に情報提供した。また国内外のイベントなどを通じ
PR を続けてきた。さらに、HP や SNS を通じて個
人にもアプローチできるように広報を行った。様々
な組織や自治体と協力して、足掛け 7 年に渡り、
作り上げてきたのである。Covid-19 により、軌道
に乗りつつあったプロジェクトは停滞を余儀なくさ
れたものの、アフターコロナにおいては、地域を取
り込みつつ推進し、丁寧に作り上げてきたこれまで
のプロセスが生きてくることとなるだろう。特に経
済成長が著しい中国での需要は高いと想定される。
　ここでファムトリップへの参与観察を通じ、感じ
たことをいくつか挙げておきたい。
　まず、本プロジェクトの中心となるフィンランド
での教育について、ファムトリップで訪問した学校、
話を聞かせていただいた先生方からは、教科横断的
な学習や国際化、環境問題への取り組みなどは先進
的な教育方針が語られていた。フィンランドでは教
育指導要領はあるものの、学校ごとの裁量が大きく
認められていることもあり、ポジティブに、またフ
レキシブルに教育活動を進めていた。訪問者にとっ
ては大きな学びの機会となるであろう。
　訪問した宿泊施設はいずれも清潔で、最新の機器
をそろえたジムやスイミングプールを備えた施設も
あり、さらに進みつつある健康志向に対応している
ものとなっていた。また、食について、アレルギー
やヴィーガンへの対応など、多様化する嗜好にも配
慮されていた。観光振興のために新たな施設が整備
されつつあり、活気のある様子が伺えた。
　教育や観光プロダクトのプロバイダーについて

は、多くのプロダクトがあるがために、ガイドの質
について、かなり差があるように感じた。フィンラ
ンドではガイドの資格制度はないが、民間の NPO30

が持つ認定制度があり、半年ほど講習を受け試験を
パスし、修了証を受けると、公式認定ガイドとな
る。しかし公式認定ガイドではない人がガイドをし
ても法的に問題ない。公式認定ガイドではなくとも
Tourism を職業訓練校等で学んでいるガイドもお
り、大学で環境教育を学んだガイドもいるという状
態である。プロダクトの種類が多いので、どの程度
まで「ガイド」としての手腕を求めるかは、ケース
バイケースではあるだろう。しかしながら、独自の
認定制度などを導入し、最低限の質の担保ができれ
ば、より良いものとなると思われる。

Ⅵ　まとめ
　本稿では、オウルおよび周辺地域における観光戦
略とその課題について、ファムトリップでの参与観
察を踏まえつつ考察した。
　オウルでは観光振興に向けたプロジェクトを立ち
上げ、日本と中国を主たるターゲットにし、教育旅
行・視察に注目したプロダクトづくりを市内及び周
辺地域を取り込みながら進めてきた。Covid-19 に
より、これからというところで停滞を余儀なくされ
ているものの、準備は整っている状態である。
　アフターコロナにおいてどのように展開していく
か、不透明な状況である。フィンランドはヨーロッ
パ諸国と比べ、Covid-19 の社会的影響は大きくは
ないものの、平和産業である観光振興にとっては大
きな試練である。オウルでのプロジェクトを通じて
作り上げてきた観光振興策がどのように展開してい
くか、今後の動きを注視していきたいと思う。

謝辞
　本稿作成に当たり、Business Oulu の内田貴子氏
には多大なご協力をいただきました。また、ファ
ムトリップへの同行を受け入れてくださった Visit 
Oulu と職員の皆さま、訪問先の学校、諸施設の皆
さまに多くの示唆をいただきました。この場を借り



― 104 ―

駿河台大学論叢  第62号（2022）

て、深くお礼申し上げます。
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後に本格化した。1956 年にメッツァハリトゥスが
所有する土地に国立公園が設立され、ここが管理し
始めた。
23 ロクアジオパーク公式ホームページ（https://
www.rokua.com/）2021 年 2 月 25 日閲覧
24 フィンランド国外に在住するフィンランド国籍男
性は、満 18 歳の誕生日を迎える年の 1 月 1 日から
兵役招集の対象となり、6 か月から 12 か月の兵役
が義務として課される。女性は志願制。
25 電気でアシストをするファットバイク。
26 「コッコ・マッカラ」はフィンランドの伝統的な
料理法で 「コッコ」とは焚火、「マッカラ」はソーセー
ジの意味。
27 フィンランドの個人が作成する高品質の手工芸品
とデザインを提供する古民家を改修した店。
28 Lovi ホームページ（http://lovi.jp/）　2021 年 2
月 25 日閲覧
29 PEFC（Programme for the Endorsement of 
Forest Certification）により認定されたもののみを
利用。
30 Suomen opas liitto（Finland Guide Association）
という NPO 組織で、オーランド諸島含むフィンラ
ンド全体に支部をもつ。Suomen Opas Liittohttps:　
//www.suomenopasliitto.fi/fi/　2021 年 2 月 25 日
閲覧
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